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できることから
始めましょう

（小さなことからでいいのです）

ボランティアまめ知識

平成28年度ボランティアセンター事業案内
　ボランティアセンターでは、福祉に関わるボランティア活動推進のため、小学生から
一般の方まで参加できるよう下記の講座や体験を予定しています。
　ボランティア活動への参加のきっかけは、地域の方々との交流を深めたい！趣味を生
かしたい！友達をつくりたい！定年後の自由な時間を有意義に過ごしたい！など、思い
は人それぞれ。
　“ボランティア活動してみたいな”そう思ってもなかなか一歩を踏み出せずにいる方、
まずは体験することをお勧めします。今年度も多くの方との“出会い”を楽しみにして
います。詳細は、広報かまがや・社協ホームページ等で随時案内いたします。

講座名 目的・内容 対象者 日程 時間帯・
所要時間 場所

ボランティ
ア入門講座

講義や実技を通して、
活動にふれてみま
しょう

ボランティアに
興味関心のある
方・ボランティ
ア活動中の方

6月
中旬

午後2時間
程度

総合福祉保健
センター 6階

市民ボラン
ティア体験
学習（前期・
後期）

自分に合う”ボラン
ティアスタイル”を
探してみましょう

市民

前期
7月
後期
2月

活動先の
団体に準ずる

各団体の
活動先にて

夏休み福祉
体験

障がいや高齢者への
理解と関心を深めま
す

小学生～大学生
7月下旬
～

8月上旬

活動先の
団体に準ずる

各団体の活動
先または総合
福祉保健セン
ター 6階

災害ボラン
ティア養成
講座

講義や実技を通して、
一人ひとり「何がで
きるか」を考えます

市民 11月
中旬

午後2時間
程度

総合福祉保健
センター 6階

ボランティ
ア活動スキ
ルアップ講
座

活動を継続するため
の、健康・経験・知
識のステップアップ
を目指します

活動中のボラン
ティア・ボラン
ティア活動に関
心のある方

1月下旬
～

2月上旬

午後2時間
程度

総合福祉保健
センター 6階

ボランティアグループや施設で使用します。ご協力をお願いいたします。
◦ウエス用布（Tシャツやゆかた、シーツなど木綿の布）　　◦アクリル毛糸　　◦使用済み切手　　◦花の苗や種

集めています

初富小　4年
手話・点訳体験� 1/29実施
　手話・点字体験、子どもたちは、
とても楽しかったようで、それ
ぞれのクラスで体験した内容を
話していました。
　今後は国語の授業にも生かし
ていきたいと思います。ありが
とうございました。� 先生

ボランティア活動スキルアップ講座
「鎌ケ谷にあったらいいな、
こんなボランティア」

� 2/10実施
　いろいろな活動をしている
方々が集うことに興味を持ち参
加してみました。グループ討議
をとおして、それぞれ希望や実
現したいことがあることを語り
合い楽しく充実した時間を過ご
すことができました。�60代女性

ボランティアデビューされた方からのメッセージ

自然災害の被災地における
ボランティア活動保険の
加入・更新手続きについて

保険料は天災Ａ430円・天災Ｂ
650円となります。平成28年
度加入手続きは、3月末より受
付けます。補償期間は4月1日
～平成29年3月31日。中途加
入の場合は加入手続き完了後か
ら平成29年3月31日となりま
す。

市民ボランティア体験学習
� 7月実施
車いす点検整備ボランティアを体験
� 70代　男性
　父が入所する介護施設の車いすは、
タイヤの空気は抜け、部品は曲がり、
食事のカスなどで汚れた状態で数年
使用していました。施設の方が忙し
く、手入れの時間が少ないことがわ
かりました。知人が点検整備のボラ
ンティアで活動されていると聞いて、
体験後の昨年9月に入会しました。
車いすを必要とする方が少しでも気
持ちよく使用できれば良いと思いま
す。

参加者の声

ボランティア入門講座� 6/16実施
「ボランティア活動で大切なこと」

～対人援助の方法～
・�ボランティアを始めて10年になりますが、
最も基本的なことに気付いた様に思います。
　�近頃は、活動もマンネリになりつつあるの
で、とても参考になりました。� 80代女性
・�利用者と同じ目線で相手の言葉を聞く、改
めてまた今日
の講義で、い
ろいろな事を
感じ、自分も
学習すること
が大切。むり
をせずに続け
ていきたい。
� 60代女性

北部小�5年　アイマスク体験� 11/25実施
　目の不自由な方は大変だということがわか
りました。でもこの体験を通して、目の不自
由な方をガイドする方は1つの命をあずかっ
ているのだか
ら、それ以上に
大変なこともわ
かりました。貴
重な体験をあり
がとうございま
した。
� 女子児童


